
平成２５年１１月２０日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 25 年 11 月 20 日（水） 午前 9時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午前 9時 00 分 

閉  会 午前 10 時 25 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
       
 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
   生 涯 学 習 課 長   前  田  泰  伯 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は阿部委員にお願い

いたします。 
 

議決事項第１ 

議案第５３号「墨田区教育委員会事務局処務規則の一部改正について」の案件を上程し、庶務課長が

説明する。 

○ 横井委員長 議決事項第１議案第５３号「墨田区教育委員会事務局処務規則の一部改正について」

佐 久 間    之 教育委員会事務局参事 
（すみ だ教育 研究所 長） 



原案どおり改正することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 原案どおり改正いたします。 

 
議決事項第２ 

議案第５４号「寄付に対する感謝状の贈呈について」の案件を上程し、ひきふね図書館長が説明する。 

○ 横井委員長 なにか質問はございませんか。それでは、議決事項第２議案第５４号「寄付に対する

感謝状の贈呈について」原案どおり贈呈することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでし

ょうか。 
 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 原案どおり贈呈いたします。 

 
 

報告事項第１ 

「重点課題の進捗状況について」、庶務課長、学務課長、指導室長、すみだ教育研究所長が説明する。 

○ 坂根委員 チャレンジ教室について、中学校と小学校とで期間を別々に行っている理由を教えてく

ださい。 
○ すみだ教育研究所長 夏休みにあったのは中学校新１年生だったのですが、ターゲットを絞り、会

場もそれぞれ通いやすいところということで、本来は区の中央部で行いたかったのですが、会場の

手配がつかず、竪川中学校で行いました。また、小学校については、事前に学力定着に課題がある

子を保護者の同意を受けて行うので、放課後になるべく通いやすいところといたしました。 
○ 坂根委員 時期についてですが、中学生は冬休み、小学生は夏休みが都合がいいなど、何か理由は

あるのですか。 
○ すみだ教育研究所長 本当は、夏休みに小中学校ともに行いたかったのですが、ＮＰＯ法人の方で、

人の手配がつかず年度末になってしまいました。 
○ 横井委員長 チャレンジ教室はいいシステムだと思います。予算の関係で大変だとは思いますが、

ぜひ継続して行っていただきたい。また、次年度に向けて、春休みに行ってもいいと思います。 
○ 雁部委員 指導室長にお聞きします。不登校の子どもが増えているようですが、その不登校の子た

ちがどんなことをして過ごしているのかが気になります。その辺のデータはありますか。 
○ 指導室長 ステップ学級やサポート学級に通っている子もいますが、それ以外は引きこもり状態と

いう感じです。 
○ 雁部委員 不登校だと自分で勉強するという環境がなく、休んでいる間は学力が低下してしまうと

いう恐れがあるので、何か対応を考えていただきたいと思います。 
○ 指導室長 担任が家庭訪問等をして、会える子にはそのような話をしながら個別に学習させたりし

ていますが、会えない子については対応が難しいと思います。 
○ 横井委員長 不登校については、対応が難しいとは思いますが、ぜひ細かいケアができるよう考え

てください。 



○ 指導室長 来年度に向けて、不登校に特化した主任を各学校で決め、その主任を対象に研修等を行

いたいと考えています。 
○ 横井委員長 ありがとうございます。その他、質問等はございませんか。それでは、報告承りまし

た。 
 
報告事項第２ 

「平成２５年度定期監査（第１回）の監査結果について」、資料１のとおり庶務課長が説明する。 

○ 雁部委員 学校における現金の取扱いについてですが、現金は記載洩れ等不明瞭な点が出やすくな

るので、極力現金の取扱いは少なくしていった方がいいと思います。 
○ 庶務課長 なるべく通帳等で管理する形が望ましいのですが、入金するまでのタイムラグがありま

す。また、通帳で管理していても現金出納簿はしっかりとつけなければなりません。私どもの方で

も自主的に点検は行っておりますので、今回指摘を受けたことについては、しっかりともう一度点

検等していきたいと思っています。 
○ 阿部委員 補助金等の現金出納簿については、学校のことをいっているのですか。ＰＴＡなどは現

金出納簿は必要ないのですか。 
○ 庶務課長 補助金等については、各学校の現金出納簿のことです。また、補助金は公金ですので現

金出納簿はつけなければなりません。それから、私費会計であるＰＴＡの会計などは通帳で管理す

るという形になっています。 
○ 阿部委員 監査委員の指摘は、学校の現金出納簿に対するものなのですね。 
○ 庶務課長 はい、主に補助金の管理についてです。 
○ 次長 私費会計については、監査が別にありますので、今回の監査は区が補助金として学校に渡し

た部分になります。 
○ 庶務課長 私費会計については、私どものほうでも点検し適正に執行するよう指導しております。 
○ 坂根委員 アルバム購入費等、長期間現金を手元に保管しているようですが、どういう所に保管し

ているのですか。 
○ 庶務課長 学校には金庫がありますので、その中に保管しています。 
○ 坂根委員 いくらぐらいですか。 
○ 学務課長 一人当たり５,０００円から１０,０００円くらいですので、学校の規模によって、金額は

異なります。 
○ 坂根委員 では、かなりの額になる学校もあるということですね。 
○ 学務課長 はい、人数の多い学校ですと額が大きくなります。 
○ 阿部委員 補助金は現金で学校に渡しているのですか。 
○ 学務課長 金融機関を経由しております。 
○ 雁部委員 卒業対策委員会等、学校の先生とＰＴＡの役員が一緒に行っています。ですからＰＴＡ

からも卒業アルバム等に支出している部分があり、現金で管理していると公金とＰＴＡからのお金

が一緒になってしまう等の可能性があると思うので、なるべく現金での取扱いはしない方がいいと

思います。 
○ 庶務課長 補助金にはそれぞれ目的があって、補助金ごとに通帳があります。区から支給された公

費としての補助金は通帳で管理することになっています。それプラス私費で集めて合せていく部分



があります。その私費会計の部分の管理が公金と違い記載等がうまくいっていないことが時々ある

ので、こちらで点検しております。公金の方は、しっかりと目的に沿って使用がなされております。 
○ 雁部委員 いろいろな問題があると思うので、できるだけ現金の扱いはしないようにした方がいい

と思います。 
 
報告事項第３ 

「第３回「墨田区図書館を使った調べる学習コンクール」の結果について」資料２のとおり、指導室

長が説明する。 

○ 横井委員長 私もこの審査に参加しました。年々出品点数も多くなり、内容が充実してきたと感じ

ております。指導室や図書館の努力の賜物と思っています。 
○ ひきふね図書館 初年度は手探りで始まりましたが、今回３回目ということで、指導室と連携して

「調べる学習相談会」をひきふね図書館で行いました。その際、保護者の方も参加するなど熱心さ

がうかがえました。作品を見ましたところ、かなり研究や体験をして作成されているようで、今後

さらに充実していければいいと考えております。 
○ 横井委員長 これに関連して、スカイツリーとすみだ水族館に、いろいろ手を貸していただきまし

た。他の企業も積極的にこういったことに関心をもっていただけるといいと思いました。  
 
報告事項第４ 

「墨田区青少年健全育成区民大会について」、資料３のとおり生涯学習課長が説明する。 

○ 横井委員長 報告承りました。 
 
報告事項第５ 

「学校選択制度のアンケート調査結果について」、資料４のとおり学務課長が説明する。 

○ 横井委員長 この内容で、１２月の区議会に報告し、その後このアンケートを基に教育委員会で平

成２７年度に向けて検討していくということになります。これは、義務教育の公立学校のあり方に

ついての根本的な問題を含んでいると思いますので、ぜひこの成果を基に、１月以降に当委員会で

話合いができればいいと思います。 
○ 坂根委員 大変よく、細かくアンケートをまとめていただいたと思います。一点、なぜ選んだかと

いう保護者の回答に関して、場所が近いから等いろいろありますが、こういう意識調査ですと本音

を言わないということもでてくると思います。例えば、子ども同士が友達であるから等の回答をす

ることが結構あります。前回のアンケート調査と今回とではほとんど数的には相違はないと思いま

すが、選択式のアンケートを参考にして、次回機会があれば面接式のアンケート等で意識調査の隠

れた部分が知りたいと思っております。 
○ 学務課長 ご指摘いただいた部分は、丸をつけて大きな項目の中での分類とさせていただきました。

概要のその他自由意見では、代表的な意見を５つくらいしか書いておりません。本編の方にはもう

少し詳しく書いてあり、また、本編に載せ切れなかったものもあります。今後の検討の材料にして

いただくために、そうところも含めて資料を提供させていただきたいと考えております。 
 
報告事項第６ 



「区立幼稚園入園の応募状況について」、資料５のとおり学務課長が説明する。 

○ 横井委員長 報告承りました。 

 

報告事項第７ 

「平成２６年度区立小・中学校希望選択申込状況一覧について」、資料６のとおり学務課長が説明す

る。 

○ 横井委員長 報告承りました。 
 

 

○ 横井委員長  以上で、教育委員会を終了いたします。 

 


